様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）
警　察　署　協　議　会　会　議　録
筑後警察署協議会
	
	開催年月日時
	　令和５年２月１６日　午後４時３０分　から
　令和５年２月１６日　午後５時３０分　まで
	

	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(開催場所,　　　　　　　)
	  筑後警察署３階大会議室
	

	
	 eq \o\ad(出席者,　　　　　　　)
	警察署協議会
	会長以下７名
	

	
	
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(警察署,　　　　　　　)
	署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課長、刑事課長、交通課長、警備課長、地域課長、大川警部交番所長、総務第二係長、交通指導係長
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　)
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	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)

	【議題】
　飲酒運転撲滅に向けた教養資機材体験について（交通課長、交通指導係長）
　昨年中の飲酒運転発生件数、検挙件数について
　飲酒運転撲滅教育用体験ＶＲの体験について
　　　酒酔い体験ゴーグルについて
　　
【議題に対する質疑応答】
○　委員から「ＶＲについては、飲酒運転の感覚がこんなに気持ち悪いものとは思わなかった。」旨の意見があり、交通指導係長が「バーチャルリアリティーにより３６０度視界が広がっているため、よりリアルな再現ができるようになっている。」旨回答した。

〇　委員から「体験ゴーグルについては、道路が歪んで見え、真っ直ぐ歩けなかった。良い体験ができた。」旨の意見があり、交通指導係長が「酒酔い状態になると、正常な平衡感覚を失うこともあり、かなり危険な状態になる。」旨回答した。
【退任者挨拶】（委員退任者）
【謝辞】（署長）
【閉会】

以上で、第１回筑後警察署協議会を閉会する。


【開会】





【会長挨拶（要旨）】　


　〇　２月、３月は、卒業や異動のシーズンであり、私を含め委員の方も警察署の方も代わられると思うが、今後の皆様の御活躍を願っている。





【署長挨拶（要旨）】


〇　昨年の治安情勢については、一定の成果を上げることができたと考えている。


これもひとえに皆様の御支援のおかげと考えている。


〇　この体制での協議会は今回で最後になると思われるが、新体制後も引き続き、忌憚のない御意見を頂戴すると共に、警察署運営に御理解と御協力をお願いする。





【警察署協議会会長連絡会議の結果について】（会長）


　１　令和５年の福岡県警察三大重点目標について


　２　重点目標について


　３　各協議会の活動報告について


中央、筑紫野、久留米警察署協議会





【報告事項等】（署長）


　１　令和４年中の治安情勢（県下及び管内）


　　　刑法犯認知件数・検挙件数


　　　交通人身事故発生件数・交通死者数・高齢者関連事故数


　２　県警「三大重点目標」関連犯罪の検挙状況（県下及び管内）


　　　暴力団の壊滅


　　　・　暴力団構成員等の検挙人員等


　　　飲酒運転の撲滅


　　　・　飲酒運転の検挙件数等


　　　性犯罪の根絶


　　　・　性犯罪の認知件数等


　　　・　前兆事案の発生状況


　３　管内における主な事案


　　　ニセ電話詐欺の被害状況


　　　・　架空請求、還付金詐欺の特徴、手口、被害額等


・　アポ電の発生状況等


　　　人身安全関連事案等の認知件数等


　　　薬物事犯、検挙人員等


　４　１１０番通報、相談件数等の状況





【報告事項に対する質疑応答】


　○　委員から「筑後署のＤＶ・虐待事案の認知件数は前年より減少しているとの報告であるが、市町村からはコロナ禍で件数が増えていると聞いている。市町村で認知した事案が警察署まで届いていないこともあるのか。」旨の質疑があり、署長が「実際に警察まで届出があった事案が計上されている。関係機関・団体と連携して、情報の共有に努めていく。」旨回答した。





　○　委員から「同じくＤＶ・虐待事案について、子供のいる母親から相談を受け


ることがあるが、警察と市役所のどちらに相談に行くかと問うと、市役所と答える者が多い。その理由としては被害届を出すことに抵抗があるようである。殴る蹴るのみが虐待と思っている人が多い中、窓口が広く、いろいろな人が関わることは良いことと思われるので、今後も要保護児童対策地域協議会などと連携して頑張ってほしい。」旨の意見があり、署長が「虐待には身体的虐待のほか心理的虐待等もある。遠慮なく警察に相談してほしい。」旨回答した。





○　委員から「暴力団員の活動に目立ったものが無いように思われるが、どのような活動をしているのか。」旨の質疑があり、署長が「暴力団員と親交のある者の影に隠れ、虎視眈々と資金を狙って活動している暴力団員はいまだ存在している。いかにその情報を得て資金源を断つかが暴力団対策では重要であるので、今後も情報収集に全力を挙げ、資金源対策を推進していく。」旨回答した。





〇　委員から「ストーカー事案が増えているようであるが、具体的にはどのようなものが多いのか。」旨の質疑があり、署長が「ストーカー事案とは恋愛感情に基づくものであり、元々交際関係にあった者が別れて、それに付きまとうというのが一般的で多くなっている。」旨回答した。





〇　委員から「管内をバイクが何十台も並んで走ったと聞いているが、何か対応したのか。」旨の質疑があり、交通課長が「通称旧車會と呼ばれる者たちがナイトツーリングを行っていたものであり、暴走族対策については事前の走行情報を掴むなどして、適切に対応していく。」旨回答した。











